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塵
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一

ト清

　
　
　
　
　
　
一
、
創
立
言
概
観

　
シ
カ
ゴ
大
學
の
へ
ー
ル
教
授
は
、
以
前
よ
り
自
宅
に
十
二
吋
望
遠
鏡
を
据
え
付
け
て
、
太
陽
の
研
究
槻
測
に
成
功
し
た
経
験
か
ら
，
是
非
、
大
學

附
語
・
こ
し
て
、
專
ら
天
罷
物
理
學
訴
究
の
た
め
の
大
天
文
肇
を
建
設
し
た
い
・
こ
希
望
し
て
み
た
。
之
れ
は
一
八
八
○
年
代
の
頃
で
あ
る
。
時
の
大

雨
縮
長
ハ
ー
バ
ー
氏
は
此
の
計
識
を
賛
成
し
て
、
自
ら
東
西
に
奔
走
大
に
勉
む
る
ε
こ
ろ
か
あ
り
、
燧
に
直
径
四
十
二
吋
あ
る
二
個
の
立
派
な
硝
子

材
（
ク
ラ
ウ
ン
硝
子
－
こ
フ
リ
ン
ト
硝
子
の
）
を
手
に
入
れ
、
黙
れ
で
確
か
に
径
四
＋
吋
の
針
物
レ
ン
ズ
を
作
り
上
げ
る
こ
こ
が
出
來
る
こ
ざ
に
な
っ
た

此
れ
等
の
硝
子
材
は
、
始
め
米
國
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
去
る
二
言
の
注
文
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
バ
リ
市
マ
ン
ト
ワ
に
あ
る
有
名
な
硝
子
工
場
が
製

造
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
三
冠
上
っ
て
か
ら
、
購
入
畳
用
不
足
の
た
め
流
れ
物
に
な
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ハ
ー
バ
ー
氏
－
こ
へ
ー
ル
氏
・
こ

は
シ
カ
ゴ
の
實
業
家
ヤ
ー
キ
ー
ス
氏
に
此
の
事
情
を
話
し
た
一
こ
こ
ろ
か
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
氏
は
愈
々
其
の
硝
子
材
を
購
入
サ
る
費
用
を
寄
附
す
る
こ
一
こ

を
承
諾
し
た
。
そ
れ
は
一
八
九
二
年
九
月
の
こ
一
こ
で
あ
っ
た
。
契
約
成
立
・
こ
共
に
冊
子
材
二
箇
は
ボ
ス
ト
ン
の
オ
ル
ゾ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
會
肚
か
磨
く

こ
S
，
そ
れ
か
ら
、
古
れ
を
望
遽
鏡
に
組
立
て
る
機
械
部
は
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
市
の
ワ
ー
ナ
ー
・
ス
エ
ー
ジ
ー
會
肚
か
作
る
こ
一
こ
に
な
っ
た
。

　
へ
ー
ル
氏
は
此
の
新
天
文
皇
の
特
長
に
任
命
せ
ら
れ
、
備
へ
る
べ
き
諸
機
械
及
び
建
築
物
に
つ
い
て
綿
密
　
研
究
を
し
、
一
八
九
二
年
十
月
、
此

の
天
文
皇
で
研
究
す
べ
き
事
項
の
大
方
針
を
決
定
し
た
。

　
天
文
肇
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
大
望
遠
鏡
の
使
用
に
縄
験
あ
る
多
く
の
天
文
大
家
た
ち
の
意
見
を
き
』
、
い
ろ
く
・
こ
苦
心
研
究
が
積
ま
れ
た
。

シ
カ
ゴ
の
市
街
は
煤
燗
や
塵
埃
や
音
響
が
甚
だ
し
く
、
叉
、
夜
は
燈
火
の
輝
や
き
に
妨
げ
ら
幻
る
の
で
、
今
度
の
天
文
皇
は
是
非
シ
カ
ゴ
市
の
外
端
以

内
に
は
設
け
得
ら
れ
な
い
こ
ε
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
，
叉
、
シ
カ
ゴ
大
學
・
こ
ω
蓮
絡
も
必
要
で
あ
る
理
由
か
ら
、
や
は
の
摺
り
遠
方
は
好

ま
し
か
ら
す
、
「
た
か
ん
、
、
大
學
か
ら
一
百
哩
の
範
園
に
」
ε
い
ふ
筆
意
も
あ
っ
た
。
イ
リ
ノ
イ
州
其
の
他
か
ら
，
土
地
を
提
供
し
や
う
ミ
い
み
申

（
一
）
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（
二
）

幽
が
二
十
個
所
以
上
も
あ
っ
た
け
れ
♂
、
ジ
エ
ネ
ヴ
湖
絆
が
、
現
在
も
將
來
も
、
商
工
業
の
妨
げ
を
受
け
す
、
人
家
が
附
近
に
蹴
り
多
か
ら
す
、
・
し

か
も
、
ま
た
一
方
に
於
い
て
シ
カ
ゴ
の
市
や
大
盤
か
ら
便
利
に
交
通
が
出
歯
る
な
，
ご
、
最
好
適
地
で
あ
っ
た
。
こ
Σ
で
，
先
づ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
が
五

十
三
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
審
附
し
、
次
で
爾
其
の
附
近
の
土
地
若
干
を
大
學
の
理
事
會
が
買
照
し
た
た
め
、
一
九
〇
七
年
以
來
、
敷
地
の
全
面
積
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
七
＋
エ
ー
カ
ー
に
達
し
て
み
る
。
お
ま
け
に
湖
岸
五
百
五
十
駅
を
も
之
れ
に
含
み
、
夏
に
小
蒸
汽
を
つ

岬楓副・ら．．．．＿布ブ・セ’亀’乙

　　　　　　　昭”　　　　　・

蜜蝋・ゆ I遡ブ勢
　　，し　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　吻’

子　　　ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
㌻
ぢ
，
．
、

筋
；
：
＝
・
・
，
喝
噺
、
馳

、
　
シ
吻
ゴ
飛
西
鉄
通

け
る
た
め
の
筏
橋
の
設
け
も
あ
る
。

　
天
文
豪
は
ジ
エ
ネ
ヴ
湖
の
水
面
か
ら
は
約
一
百
九
十
吠
、
又
、
海
面
か
ら
は
一
千
五
十
吠
の
高
さ
に
あ

る
。
米
　
　
　
　
　
の
調
査
に
よ
る
地
理
的
位
置
は
北
緯
四
十
二
度
三
十
四
分
十
三
秒
、
グ
リ
ン
井
チ
西
経

五
時
五
十
四
分
十
三
秒
。
敷
地
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
．
ベ
ー
村
の
郵
便
局
か
ら
一
髪
，

叉
＼
シ
カ
ゴ
二
河
艦
里
雪
終
黙
停
車
場
（
こ
・
ま
で
シ
カ
ゴ
市
か
ら
七
十
六
哩
）
か
ら
は
一
哩
，
こ
四
分
の

一
の
距
離
に
あ
る
。
一
九
〇
七
年
ε
一
九
〇
八
年
・
こ
の
爾
年
の
夏
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
市
オ
ル
ム
ス
テ
ツ
ド

氏
の
設
計
に
よ
っ
て
、
天
文
盗
構
内
敷
地
の
整
理
及
植
樹
が
始
め
ら
れ
，
其
の
後
、
｝
九
ご
『
｝
四
爾

年
に
其
の
工
事
が
績
け
ら
れ
た
。
忘
れ
で
當
初
の
計
識
が
全
く
完
成
し
、
叉
、
美
麗
な
建
築
物
の
た
め
の

適
當
な
構
へ
も
出
來
た
。

天
文
熱
轡
聖
粉
は
H
ー
カ
ブ
氏
が
へ
ー
ル
教
授
の
計
書
に
基
づ
い
て
設
計
し
た
も
の
で
、
建
築
美
の
効
果

S
學
術
研
究
上
の
便
利
ミ
を
乗
ね
て
る
る
。
振
れ
が
た
め
、
へ
ー
ル
教
授
は
豫
じ
め
欺
米
の
大
天
文
毫
を

歴
訪
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
殊
に
ア
メ
リ
カ
で
は
リ
ッ
ク
天
文
皇
、
又
、
欧
州
で
は
ド
イ
ツ
の
ポ
ツ

ダ
ム
天
蓋
物
理
天
文
毫
の
設
計
か
ら
多
大
の
有
漢
な
暗
示
を
受
け
た
。
建
築
の
様
式
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
式
で

微
細
の
鮎
ま
で
、
ま
こ
亡
に
凝
っ
た
も
の
で
あ
る
。
全
部
は
褐
色
の
ロ
ー
マ
煉
瓦
で
作
ら
れ
．
之
れ
に
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヶ
ロ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ン

土
焼
で
装
飾
が
施
し
て
あ
る
。
叉
、
彫
面
形
ち
は
ラ
テ
ン
型
の
十
字
形
で
、
三
つ
の
観
測
塔
霊
子
午
線
室

が
そ
れ
ん
＼
の
端
に
置
か
れ
て
あ
る
。
長
軸
ば
東
西
向
き
で
、
大
観
測
塔
は
其
の
西
端
に
位
置
を
占
め
、
直
径
實
に
九
十
吠
で
あ
る
。
叉
、
建
築
物

の
全
長
は
東
西
に
三
百
二
十
六
吠
あ
る
。
小
さ
い
方
の
二
つ
の
塔
は
南
北
軸
の
南
端
に
あ
っ
て
、
其
の
中
心
相
互
の
距
離
は
｛
百
四
十
四
唄
離
れ
て
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み
る
。

　
ベ
ロ
ス
メ
ン
ト

　
床
下
に
は
機
械
場
、
工
場
、
木
工
楊
、
物
理
學
大
實
験
室

及
び
附
属
ロ
ー
ラ
ン
ド
式
凹
面
格
子
室
、
及
び
多
く
の
爲
眞

用
暗
室
が
あ
り
、
床
上
は
研
究
室
七
個
、
實
験
室
、
計
算
室

講
義
室
、
婦
人
用
鷹
接
室
、
圖
書
室
（
四
十
呪
ざ
二
十
駅
）
そ

れ
に
倫
、
噌
室
、
化
學
室
、
機
械
室
が
あ
る
Q
天
井
の
上
は

書
庫
や
電
池
室
に
充
て
ら
れ
、
叉
、
長
さ
一
百
尺
の
所
謂
「
太

陽
鏡
室
」
ミ
い
ふ
特
別
な
も
の
が
、
階
上
，
爾
観
測
塔
の
間

に
置
か
れ
て
あ
る
。
之
れ
は
屋
根
の
北
牟
部
が
レ
ー
ル
上
を

£
る
や
う
に
な
っ
て
み
る
た
め
、
天
察
を
好
く
見
渡
す
こ
，
し

が
出
來
此
の
中
に
太
陽
鏡
が
据
え
て
あ
る
。
そ
れ
で
、
太
陽

か
ら
受
け
た
光
を
水
李
に
し
、
長
い
室
の
中
で
、
い
ろ
ん
な

機
械
仕
掛
に
、
思
ふ
存
分
の
研
究
か
出
來
る
。
今
ま
で
に
、

此
の
機
械
で
成
さ
れ
た
研
究
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
の
日

つ
は
E
F
ニ
コ
ル
教
授
（
當
時
ダ
ー
ト
マ
ス
大
學
の
）
が
叫
八

九
八
，
豊
門
〇
〇
爾
年
の
夏
に
、
星
か
ら
來
る
熟
量
を
初
め

て
測
定
し
た
こ
ε
で
あ
る
Q

　
　
　
二
、
四
十
吋
望
遽
鏡

　
大
望
遠
鏡
。
か
の
四
十
吋
望
遠
鏡
は
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
蜜
の
上
に
重
い
煉
瓦
を
積
み
上
げ
て
、
其
の
上
に
置
か
れ

て
、
中
央
の
柱
は
四
つ
の
部
分
札
匠
切
ら
れ
九
鏡
鐵
で
出
來

（
三
）
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（
四
）

て
る
る
。
望
遽
鏡
の
蓮
韓
部
の
中
心
ま
で
、
地
面
か
ら
六
十
二
訳
の
高
さ
が
あ
る
望
遽
鏡
の
長
さ
は
六
十
二
訳
、
訪
れ
に
分
光
装
置
を
す
れ
ば
更
に

十
導
電
加
す
る
、
全
曲
は
、
筒
だ
け
で
六
噸
の
重
さ
が
あ
り
、
動
く
部
分
全
部
で
総
計
二
十
噸
も
あ
る
に
か
・
・
は
ら
す
、
容
易
に
手
で
動
か
す
こ
ミ

が
出
遡
る
。
し
か
し
、
叉
、
電
氣
モ
ー
ト
ル
の
仕
掛
も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
り
、
望
遠
鏡
全
艦
を
，
天
室
の
如
何
な
る
方
面
へ
も
迅
速
に
向
け
る
こ

ミ
が
出
怠
る
。
分
光
研
究
や
窟
眞
撮
影
の
た
め
に
は
，
望
遠
鏡
の
位
置
を
極
め
て
微
細
な
分
量
だ
け
補
正
す
る
必
要
が
時
々
起
る
。
其
の
た
め
に
叉

特
別
な
電
氣
モ
ー
ト
ル
が
あ
っ
て
、
観
測
者
に
よ
っ
て
調
節
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
仕
掛
に
よ
り
、
」
接
眼
部
は
日
吋
の
百
分
の
一
ほ
き
の
細
か
い
蓮

動
も
出
山
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
思
ふ
場
所
で
チ
ヤ
ン
ミ
止
ま
る
。
こ
の
望
遠
観
で
星
を
追
っ
か
け
る
た
め
の
歯
車
仕
掛
は
、
土
倉
柱
の
中
に
小
さ
い

場
所
を
占
め
て
み
る
。
こ
れ
の
王
制
は
、
今
ま
で
二
＋
五
年
間
使
ひ
通
し
、
温
度
は
華
氏
九
十
度
か
ら
零
度
以
下
二
十
五
度
ま
で
、
叉
，
軽
度
も
大

き
く
攣
化
す
る
中
に
あ
り
な
が
ら
、
非
常
に
美
事
な
成
績
を
示
も
て
る
る
。
原
動
の
糞
垂
が
塞
柱
の
下
底
に
蓬
す
る
ざ
、
幅
つ
の
ボ
タ
ン
に
灯
れ
、

た
め
に
ス
ウ
イ
ツ
テ
が
掛
か
っ
て
、
モ
ー
ト
ル
に
よ
の
此
の
重
垂
は
上
に
巻
き
上
げ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
て
み
る
。
叉
、
一
つ
の
腕
を
動
か
せ
ば
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

車
仕
掛
の
蓮
韓
が
愛
は
つ
て
、
望
遠
鏡
を
、
太
陽
に
も
月
に
も
星
に
も
、
自
在
に
、
追
い
て
動
か
せ
る
。
細
か
い
目
盛
り
の
環
が
あ
っ
て
動
圧
鏡
の

方
向
を
讃
み
取
る
こ
ε
も
出
來
る
が
、
冨
際
に
は
直
径
五
吠
及
び
八
沢
の
二
つ
の
圓
環
が
別
に
あ
っ
て
、
床
上
か
ら
観
測
者
が
眼
で
大
紫
の
目
盛
り

を
工
む
方
が
、
速
く
て
便
利
な
こ
ミ
か
多
い
。
望
遽
鏡
の
ね
ら
ひ
の
た
め
に
は
四
号
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
し
か
あ
る
が
、
分
光
爲
眞
撮
罷
の
場
合
に
は
六

十
吠
佳
…
灘
で
筒
無
し
の
フ
ァ
イ
ン
，
ダ
ー
の
方
が
用
ゐ
あ
れ
る
、

　
望
遠
鏡
の
光
學
的
性
質
は
最
上
等
で
あ
る
。
室
氣
の
都
合
が
好
い
場
合
に
は
非
常
に
微
光
の
天
心
が
見
え
、
又
、
非
常
に
近
接
し
た
星
を
見
分
け

る
こ
ε
が
出
理
る
。
多
く
の
奇
物
レ
ン
ズ
の
性
質
を
瞼
噛
し
た
こ
一
こ
の
あ
る
一
人
の
ド
イ
ツ
の
學
者
は
、
此
の
レ
ン
ズ
を
」
「
今
迄
研
究
し
た
レ
ン
ズ

の
中
で
第
一
等
だ
」
ε
言
っ
た
。
長
い
焦
熱
の
大
望
遠
鏡
ε
い
ふ
も
の
は
、
小
さ
な
器
械
に
比
べ
て
、
、
室
氣
の
直
管
が
非
常
に
や
か
ま
し
い
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
ち
よ
つ
く
二
回
や
つ
て
來
て
星
を
覗
い
て
見
る
人
は
、
普
通
の
晩
に
大
き
な
倍
率
を
か
け
て
見
て
、
多
く
の
場
合
に
失
望
す
る

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
や
う
な
一
般
に
強
腰
の
好
い
所
で
な
ら
ば
、
此
所
で
よ
り
も
確
か
に
好
都
合
で
あ
る
。
尤
も
分
光
旦
夕
の
観
測
を
す
る
や
う
な

場
合
に
、
室
氣
の
静
か
で
あ
る
か
否
や
は
大
し
て
結
果
に
影
響
し
な
い
。
何
故
ε
い
へ
ば
塞
氣
が
悪
け
れ
ば
爲
眞
撮
影
時
間
が
延
び
る
だ
け
の
こ
一
こ

で
、
種
板
の
質
を
悪
く
す
る
こ
ミ
は
無
い
の
だ
か
ら
。
…
光
り
の
充
分
あ
る
天
罷
の
眼
覗
観
測
の
た
め
に
、
近
頃
、
當
所
の
工
場
で
、
大
き
な
し
ぼ

り
を
作
っ
た
。
こ
れ
で
任
意
に
口
径
を
攣
へ
る
こ
一
こ
が
出
來
る
。
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ド
　
ム

　
こ
の
大
望
痛
罵
の
扱
ひ
方
は
、
ワ
ー
ナ
i
・
ス
エ
ジ
i
會
肚
が
造
っ
た
圓
屋
根
ミ
昇
降
床
の
美
事
な
仕
掛
の
た
め
、
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
分
光

器
や
其
他
い
ろ
ん
な
も
の
を
く
っ
つ
け
る
た
め
廣
い
揚
所
が
必
要
で
あ
る
ざ
こ
ろ
か
ら
、
ド
ー
ム
は
す
い
ぶ
ん
大
き
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

直
径
は
實
に
九
十
吠
あ
る
G
こ
れ
は
電
氣
モ
ー
ト
ル
の
仕
か
け
で
三
十
六
個
の
車
に
よ
り
回
服
す
る
や
う
に
な
っ
て
み
る
が
、
全
巻
は
ド
ー
ム
を

一
回
り
し
て
み
る
長
い
鋼
索
で
つ
な
が
っ
て
み
る
。
こ
れ
の
整
動
器
は
基
柱
の
北
側
に
滑
ふ
た
床
の
上
に
あ
る
。
ド
；
ム
を
グ
ル
ツ
ミ
↓
回
り
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
ブ
ル

る
の
に
六
分
時
間
か
蕊
る
。
昇
降
床
は
直
径
七
十
五
吠
で
、
上
欄
干
の
直
ぐ
下
に
あ
る
四
つ
の
枠
を
走
る
四
本
の
鐵
條
に
よ
り
吊
さ
れ
て
み
る
。
そ

し
て
要
れ
は
床
の
重
量
（
三
十
七
多
士
）
の
大
部
分
に
匹
敵
す
る
重
氏
．
こ
釣
り
合
っ
て
み
る
。
こ
の
床
は
上
欄
干
・
こ
下
欄
干
－
こ
の
間
隔
二
十
三
呪
を
昇

降
し
、
観
測
者
が
天
頂
に
近
い
星
を
見
る
．
こ
き
床
は
最
下
に
下
る
。
叉
、
中
程
の
所
あ
た
り
で
、
望
遠
鏡
の
接
眼
部
の
高
さ
に
迅
速
に
調
節
せ
ら
れ

る
や
う
に
出
來
て
る
る
。
室
を
見
る
た
め
の
ド
ー
ム
の
開
き
は
十
一
吠
の
幅
が
あ
る
が
、
繋
れ
は
八
十
五
駅
の
長
さ
の
戸
で
閉
ぢ
ら
れ
る
。
こ
れ
等

も
大
公
に
好
く
出
來
て
る
て
、
手
で
容
易
に
開
閉
が
出
來
る
。
開
き
口
一
ぱ
い
に
掛
け
ら
れ
る
ズ
ッ
ク
の
幕
は
風
力
を
防
ぐ
役
目
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
二
、
附
属
器
械
及
研
究
方
面

　
こ
の
望
蓮
鏡
及
び
そ
れ
く
に
・
．
低
っ
て
な
さ
れ
る
研
究
の
諸
方
面
の
こ
ε
を
次
に
記
さ
う
。

　
プ
ア
イ
ラ
サ

　
糸
線
測
微
器
。
暗
れ
は
眼
視
観
測
の
ε
き
、
殆
ん
フ
ご
常
に
、
接
眼
部
に
用
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
や
ー
キ
ー
ス
氏
の
寄
附
で
，
ワ
ー
ナ
ー
・
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ル
ド

エ
ジ
ー
門
経
製
で
あ
る
、
観
測
者
は
暗
れ
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
天
艦
（
曳
は
貼
）
。
か
望
遽
鏡
の
覗
野
中
に
於
い
て
同
時
に
見
え
る
場
合
に
、
其
の
相
互

の
角
距
離
を
正
確
に
測
定
し
、
叉
、
其
の
二
つ
を
結
ぶ
方
向
ε
南
北
線
ε
の
角
度
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
測
微
震
は
過
去
二
十
鯨
年
忘
、
一

般
に
週
三
義
塾
は
四
回
づ
、
、
帥
ち
全
観
測
時
間
の
傘
ば
坦
上
、
綾
け
て
用
ゐ
ら
れ
た
。
掌
れ
に
よ
っ
て
バ
ー
ナ
ム
氏
は
非
常
に
多
藪
の
観
測
を
し

其
の
大
部
分
は
か
の
二
重
星
の
大
ヵ
タ
ロ
ー
グ
に
な
っ
て
，
扁
九
〇
六
年
に
出
版
さ
れ
た
。
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
も
亦
大
な
る
熟
練
、
こ
忍
耐
，
こ
を
以
っ
て

星
團
中
の
多
く
の
星
を
測
り
、
吾
が
太
陽
系
中
の
微
光
の
衛
星
を
測
り
．
星
雲
や
彗
星
や
、
其
の
他
肉
眼
観
測
を
必
要
－
こ
す
る
あ
ら
ゆ
る
天
腿
を
測

っ
た
。
現
今
、
二
重
星
は
主
に
、
ブ
ン
・
ピ
』
ス
ブ
ル
ツ
ク
氏
に
よ
っ
て
概
測
・
さ
れ
て
み
る
。

　
三
智
撮
影
。
こ
の
望
潅
鏡
を
カ
メ
ラ
ε
し
て
使
用
す
る
一
こ
い
ふ
頗
る
重
要
な
る
方
法
が
、
一
九
〇
〇
－
〇
一
・
年
の
頃
、
主
，
・
、
し
て
G
W
リ
ッ
チ
i

氏
に
よ
っ
て
、
美
事
に
成
功
し
た
。
彼
れ
が
得
た
月
や
星
團
や
星
雲
な
，
こ
の
墨
黒
は
、
ま
も
な
く
、
此
の
種
の
も
の
の
最
も
良
い
も
の
ミ
の
評
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
り
ら
く

元
。
此
の
方
法
の
た
め
に
は
、
接
眼
レ
ン
ズ
の
代
り
に
、
種
板
の
取
枠
を
は
め
，
そ
れ
が
東
西
に
も
南
北
に
も
，
細
か
く
蓮
動
ず
る
や
う
に
な
っ
て

（
五
）
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（
六
）

み
る
た
め
、
室
氣
の
動
揺
に
よ
る
星
の
蓮
動
を
正
確
に
追
っ
て
行
く
こ
ご
が
出
演
る
。
四
十
吋
封
物
レ
ン
ズ
の
ク
ラ
ウ
ン
硝
子
S
プ
リ
ン
ざ
硝
子
ε

は
、
勿
論
、
肉
眼
に
最
も
尽
く
感
ず
る
光
線
、
卸
ち
黄
や
緑
色
に
増
し
て
色
翻
し
に
な
る
や
う
に
作
っ
て
あ
る
。
そ
こ
で
、
此
の
肉
眼
色
の
焦
鮎
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ー
ブ
イ
ル
タ
ー

集
ら
な
い
二
色
や
青
色
を
賦
す
た
め
に
、
一
種
の
色
箭
ひ
板
を
用
ゐ
、
叉
、
同
時
に
、
肉
眼
色
に
感
光
す
る
正
色
乾
板
を
用
ふ
れ
ば
、
・
明
確
な
爲
眞

が
得
ら
れ
る
。
塞
氣
の
歌
態
が
良
い
時
、
か
テ
し
て
撮
っ
た
星
團
や
其
他
色
々
な
も
の
の
爲
眞
を
、
實
験
室
の
唐
事
鏡
に
か
け
て
測
定
す
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
只
一
枚
の
種
板
に
幾
週
間
も
か
け
て
測
定
を
す
る
こ
ε
も
あ
る
。

　
一
九
〇
四
一
〇
五
年
の
頃
、
右
の
方
法
で
多
数
の
天
下
寡
眞
を
、
シ
ユ
レ
シ
ン
ジ
ヤ
ー
氏
が
撮
影
し
た
。
そ
し
て
或
る
種
の
星
噛
こ
太
陽
，
こ
の
距
離

を
知
る
た
め
に
、
非
常
に
綿
密
に
此
等
が
測
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
此
の
正
確
な
結
果
が
一
九
日
一
年
に
護
表
さ
れ
た
。
此
の
観
測
は
、
其
の
後
、
ス

ロ
ー
カ
ム
、
リ
ー
、
プ
ン
・
ピ
ー
ス
ブ
ル
ッ
ク
氏
等
に
よ
っ
て
縄
上
せ
ら
れ
て
る
る
。

　
天
燈
光
度
計
。
之
れ
は
星
の
光
度
を
測
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
は
之
れ
で
多
く
の
微
光
星
を
測
定
し
た
一
1
眼
視
的
に
、

叉
、
爲
眞
的
に
。

　
分
光
器
。
こ
の
望
遠
鏡
で
、
夜
の
時
間
の
愈
々
四
分
の
↓
、
一
般
に
、
週
に
二
回
づ
・
は
、
星
の
分
光
研
究
が
行
は
れ
る
。
此
の
器
械
の
大
部
分

は
幽
，
天
文
豪
の
工
場
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
製
作
費
用
ざ
、
初
期
の
實
験
費
用
は
ニ
ウ
ヨ
ウ
ク
布
の
故
c
W
ブ
ル
ー
ズ
嬢
の
寄
附
金

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
故
、
此
の
器
械
は
ブ
ル
ー
ス
分
光
爲
眞
器
ε
名
づ
け
ら
れ
て
み
る
。
例
へ
ば
蝋
つ
の
星
の
分
光
爲
眞
ざ
、
ド
ー
ム
内
の
感
磨
コ

イ
ル
か
ら
起
る
電
氣
火
花
に
よ
っ
て
生
じ
た
金
属
蒸
氣
の
分
光
春
画
－
こ
が
、
同
じ
↓
枚
の
乾
板
の
上
に
撮
影
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
穎
微
鏡
の
下
で
測
定

せ
ら
れ
る
Q
そ
し
て
親
線
上
の
星
の
遽
力
（
野
里
は
侮
秒
尊
話
ぐ
ら
ゐ
）
を
、
電
火
線
ミ
星
の
線
ε
の
比
較
か
ら
得
ら
れ
る
。
今
日
ま
で
に
、
此
の
器

械
で
垣
っ
て
約
八
千
枚
の
分
光
爲
眞
が
撮
影
さ
れ
た
が
、
こ
れ
等
は
主
に
フ
ロ
ス
ト
、
ア
ダ
ム
ス
、
バ
レ
ツ
ト
、
リ
ー
氏
等
に
よ
る
。
分
光
爲
眞
の

測
定
は
興
味
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
分
光
連
星
、
或
は
分
光
に
よ
ら
な
け
れ
ば
他
の
方
法
で
は
決
し
て
判
別
出
來
な
い
よ
う
な
近
接
二
重
星
が
多
く

此
の
方
法
で
獲
見
さ
れ
た
。

　
土
方
通
情
。
大
望
蓮
鏡
の
特
別
重
要
な
酒
毒
は
太
陽
の
研
究
で
あ
る
。
此
の
揚
合
、
一
般
に
用
ゐ
ら
れ
る
附
届
器
は
分
光
太
腸
爲
眞
器
ε
い
ふ
名

の
も
の
で
あ
る
I
l
謂
れ
は
へ
ー
ル
氏
が
嚢
明
し
、
そ
れ
を
自
ら
建
て
た
ケ
ン
ウ
ッ
ド
天
文
毫
で
試
み
て
成
功
し
た
も
の
の
型
で
、
名
は
へ
ー
ル
氏

の
命
名
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
悪
者
、
連
績
し
て
當
所
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
の
は
ル
ム
フ
オ
ド
分
光
太
陽
爲
磁
器
ミ
稽
ぶ
も
の
で
あ
る
。
之
れ
は
七
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百
片
も
あ
る
重
さ
の
分
光
器
で
、
細
隙
の
上
を
太
陽
像
が
蓮
重
し
て
行
く
間
に
、
種
板
を
動
か
せ
て
、
太
陽
の
像
ε
其
の
周
園
の
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
の

形
を
撮
影
す
み
の
で
あ
っ
て
、
光
は
太
陽
面
上
に
特
に
活
動
し
て
み
る
カ
ル
シ
ウ
ム
ε
か
、
水
素
ε
か
、
或
は
他
の
元
素
の
或
る
線
か
ら
論
る
盲
嚢

光
線
を
用
ふ
る
。
太
陽
面
上
に
輝
く
蒸
氣
の
下
五
で
も
中
暦
で
も
上
暦
で
も
、
任
意
の
暦
の
窮
眞
が
取
れ
る
調
節
に
な
っ
て
み
る
。
水
素
の
眞
赤
な

光
線
を
用
ふ
る
言
、
太
陽
黒
馳
（
騙
れ
は
太
陽
雰
園
氣
中
の
嵐
で
あ
る
ミ
考
へ
ら
れ
て
る
る
）
の
ま
は
り
に
出
來
て
る
る
渦
巻
を
非
常
に
明
ら
か
に

表
は
す
も
の
で
、
之
れ
は
へ
、
ー
ル
氏
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ウ
」
ル
ソ
ン
山
に
据
付
け
た
立
派
な
器
械
に
表
は
さ
れ
て
み
る
通
り
で
あ
る
。
太
陽
の

油
桐
的
及
窯
眞
的
研
究
は
他
の
分
光
器
で
行
は
れ
る
。
叉
、
．
太
陽
の
直
接
爲
眞
も
此
の
大
望
違
鏡
で
行
は
れ
る
。
此
の
研
究
は
嚇
九
〇
三
1
0
四
年

頃
、
へ
ー
ル
、
エ
ラ
ー
マ
ン
白
丁
に
よ
っ
て
行
は
れ
弛
が
、
其
の
後
、
フ
オ
ク
ス
氏
が
之
れ
を
綾
け
、
一
九
〇
九
…
一
四
年
に
は
ス
ロ
ー
カ
ム
氏
、

其
の
後
は
リ
ー
氏
等
が
や
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
一
二
、
二
　
十
　
四
　
吋
　
反
　
射
　
鏡

　
南
の
ド
ー
ム
は
直
径
三
十
眼
で
、
二
十
四
吋
反
射
式
望
遠
鏡
を
備
へ
て
る
る
、
之
れ
は
認
る
目
的
の
た
め
に
は
、
か
の
四
十
吋
噛
こ
同
じ
能
率
を
襲

毒
す
る
。
こ
の
銀
面
凹
鏡
は
、
當
工
揚
で
、
リ
ツ
チ
ー
氏
が
製
作
し
た
も
の
で
、
同
氏
は
亦
こ
れ
の
据
付
一
式
も
當
天
文
肇
の
工
場
内
で
製
作
を
監

督
し
た
。
鏡
の
形
は
完
く
理
想
的
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
主
に
リ
ツ
チ
ー
氏
が
、
非
常
に
立
派
な
星
雲
爲
眞
を
撮
っ
た
。
彫
れ
が
屈
折
式
望
遠
鏡
に
比

べ
て
利
盆
の
あ
る
こ
ε
は
、
帥
ち
、
あ
ら
ゆ
る
色
の
光
線
が
皆
同
じ
焦
馳
（
鏡
面
か
ら
八
吠
）
に
集
合
す
る
こ
一
こ
で
あ
る
。
九
等
星
（
一
等
星
の
一
千

分
の
U
党
情
の
光
し
か
な
い
）
は
僅
か
一
秒
時
間
で
撮
影
し
得
ら
れ
る
こ
ε
で
も
明
ら
か
で
、
此
の
器
械
は
專
ら
爲
眞
用
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。
三

時
間
も
曝
露
す
れ
ば
、
四
十
吋
で
も
見
え
な
い
や
う
な
多
く
の
星
が
種
板
の
上
に
窟
る
。
星
の
分
光
學
上
の
研
究
な
さ
も
嘗
て
洩
れ
で
行
は
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
四
、
十
二
吋
望
遠
鏡
其
の
他

　
東
北
の
ド
ー
ム
の
中
に
は
口
響
十
二
吋
の
ク
ン
ウ
ッ
ド
望
逡
鏡
が
あ
る
。
託
れ
は
他
の
色
々
の
器
械
－
こ
共
に
W
E
へ
ー
ル
、
G
E
へ
ー
ル
影
干
か

ら
大
嘆
に
寄
附
さ
れ
．
元
の
シ
カ
ゴ
の
市
か
ら
こ
・
に
移
さ
れ
九
も
の
で
あ
る
。
此
の
器
械
は
眼
覗
用
ミ
沃
野
用
ざ
二
つ
の
直
物
レ
ン
ズ
ケ
持
っ
て

る
る
。
共
に
J
A
ブ
ソ
シ
ー
ア
製
で
あ
り
、
据
付
は
ワ
ー
ナ
ー
．
ス
エ
ジ
i
會
肚
が
や
っ
た
。
同
じ
暗
記
製
の
美
事
な
素
線
測
微
光
が
嚇
九
〇
六
年

前
購
入
さ
れ
、
又
、
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
氏
の
寄
附
に
よ
っ
て
、
始
め
四
十
吋
に
用
み
て
み
た
元
の
実
写
分
光
器
が
、
近
頃
、
太
陽
分
光
學
用
ミ
し
て
此
の

十
二
吋
に
用
ゐ
ら
れ
る
や
う
に
啄
つ
た
。
此
の
望
遠
鏡
は
、
今
ま
で
、
彗
星
、
二
重
星
、
憂
光
星
、
太
陽
直
接
篇
眞
、
天
養
光
度
測
定
な
さ
に
用
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
七
）
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（
八
）

ら
れ
た
。
こ
れ
は
作
り
か
へ
て
、
現
代
式
の
ハ
イ
カ
ラ
な
二
重
望
違
鏡
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

其
の
他
、
二
つ
の
小
ド
ー
ム
の
中
間
の
屋
根
の
上
に
は
、
六
吋
口
径
の
ブ
ラ
シ
ャ
ー
製
彗
星
捜
索
鏡
が
あ
る
。
又
、
室
の
見
張
り
の
た
め
、
小
さ
な

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

爲
眞
儀
が
、
や
は
の
、
屋
根
の
上
に
装
置
し
て
あ
る
建
物
の
東
端
に
あ
る
子
午
線
室
に
は
當
工
揚
で
作
っ
た
三
吋
子
午
儀
が
置
い
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
子
午
心
室
へ
行
く
方
の
短
か
い
廊
下
の
北
畑
に
は
氣
厘
計
や
最
高
最
低
寒
暖
計
や
自
記
寒
暖
計
が
あ
る
。
此
等
の
観
測
は
苺
日
二
回
づ
、
行
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
大
ド
；
ム
の
北
側
、
外
側
の
欄
干
に
も
自
記
寒
暖
計
が
一
．
つ
あ
る
。
↓
九
一
七
年
に
、
米
國
且
々
局
指
定
の
淵
に
よ
っ
た
百
葉
箱
を
芝
生
の
上

に
備
へ
た
、
中
に
最
高
最
低
寒
暖
計
が
お
い
て
あ
る
Q
地
震
を
記
録
す
る
地
震
計
や
、
地
磁
氣
観
測
用
の
器
械
類
は
産
所
に
は
備
え
て
み
な
い
。

　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
上
の
室
に
は
、
へ
ー
ル
敏
授
の
考
案
で
、
太
陽
分
光
蟻
蚕
儀
で
撮
っ
た
太
陽
の
爲
眞
を
、
経
緯
線
の
轟
い
て
あ
る
鋼
球
の
上
に
、
卜
書
的
に
投
射

し
て
、
面
倒
な
計
算
を
経
す
に
、
太
陽
上
の
面
白
い
斑
黙
の
位
置
を
讃
み
取
る
こ
一
こ
の
出
撚
る
装
置
が
置
い
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
天
蚕
物
理
的
天
文
毫
に
、
分
光
夢
心
験
室
は
重
要
な
る
叫
部
分
で
あ
る
、
こ
、
で
は
卓
立
に
現
は
れ
て
る
る
業
況
を
或
る
程
度
ま
で
模
し
て
見
た

り
、
未
知
の
原
素
を
ス
ペ
ル
ト
ル
に
よ
っ
て
表
は
し
て
見
た
り
、
其
の
他
、
天
艘
現
象
の
読
明
に
役
立
つ
や
う
な
種
々
の
研
究
を
す
る
の
で
あ
る
。

生
憎
、
経
費
の
な
い
た
め
今
ま
で
は
、
專
ら
此
の
方
面
の
物
理
學
者
を
招
聰
す
る
こ
一
こ
が
出
立
な
い
。
二
三
年
間
．
主
に
ヤ
ー
キ
ー
ス
氏
の
寄
附
に

よ
る
四
千
弗
で
も
つ
て
、
右
の
や
う
な
研
究
を
し
た
こ
Σ
が
あ
る
。
例
へ
ば
N
A
ケ
ン
ト
氏
か
，
へ
ー
ル
氏
ε
共
同
し
て
、
電
火
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に

封
ず
る
高
歴
力
の
影
響
を
研
究
し
た
こ
ざ
、
叉
同
じ
ク
ン
ト
罠
が
、
電
火
－
こ
二
期
に
よ
っ
て
、
同
一
の
原
素
で
も
獲
光
状
態
に
あ
る
時
の
波
長
の
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ハ

蓮
の
あ
る
こ
ミ
を
研
究
し
，
其
他
，
H
M
リ
ー
ス
氏
が
電
火
中
の
高
温
線
の
研
究
を
し
た
。
近
頃
フ
ユ
ス
製
の
大
き
な
分
光
計
が
當
所
の
設
備
ミ
し

て
加
へ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
現
今
の
天
文
學
に
、
｝
般
に
爲
秘
術
が
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
こ
ざ
か
ら
見
て
も
、
爲
眞
研
究
の
研
究
室
が
拠
所
の
や
う
な
研
究
所
に
は
必
要
で
あ
る

一
九
〇
三
年
か
ら
「
九
〇
八
年
ま
で
の
間
に
、
右
の
や
う
な
研
究
が
ワ
レ
ー
ス
氏
に
よ
っ
て
立
派
に
行
は
れ
た
。
特
に
、
一
九
〇
五
一
八
年
に
は
ロ

チ
エ
ス
タ
ー
市
の
イ
ー
ス
ト
マ
ン
氏
か
ら
當
所
へ
の
委
托
に
よ
り
、
ワ
レ
ー
ス
氏
は
窮
眞
術
に
塗
す
る
種
々
の
問
題
、
例
へ
ば
乾
板
を
或
る
特
別
な

目
的
に
用
み
る
揚
棄
の
取
扱
ひ
法
や
感
光
法
な
さ
の
研
究
に
カ
を
用
み
た
。
此
等
の
研
究
の
結
果
は
「
天
盟
物
理
黒
影
誌
」
な
さ
に
重
要
な
論
文
ε
し

て
獲
表
さ
れ
た
が
、
勿
論
そ
の
ほ
か
に
，
當
天
文
皇
の
い
ろ
く
の
部
門
に
於
い
て
皇
位
術
の
改
良
は
多
い
。

　
か
の
カ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ
ス
ε
い
ふ
名
で
有
名
な
、
ド
イ
ツ
の
イ
エ
ナ
市
の
工
場
ば
測
重
器
や
爲
眞
板
測
定
器
の
進
歩
に
大
な
る
功
努
が
あ
る
。
此
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種
の
器
械
も
當
天
董
に
幾
あ
る
が
・
磐
重
要
な
も
の
藩
翰
轍
聾
興
奮
繍
馨
」
九
〇
七
年
に
買
っ
た
も
の
で
あ
る
・
此
れ
は
・

す
い
ぶ
ん
重
い
器
械
で
、
二
枚
づ
・
の
爲
眞
板
を
、
同
時
に
、
叉
は
、
交
互
に
槍
査
し
、
そ
し
て
星
像
の
位
置
や
大
き
さ
や
張
さ
に
何
か
の
蓮
ひ
が

あ
れ
ば
直
ぐ
に
知
れ
る
の
で
あ
る
、
た
め
に
新
礎
見
が
大
甘
に
容
易
で
あ
る
。
い
ろ
ん
な
も
の
、
精
密
な
測
定
も
里
並
れ
で
す
る
こ
ご
か
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
一
つ
・
重
要
な
器
械
は
ハ
ル
ト
マ
ソ
の
分
光
比
較
器
ε
い
ふ
、
同
じ
頃
買
っ
た
も
の
で
、
亘
れ
は
二
つ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
比
較
し
、
相
封
的
の
測
定

を
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
他
、
多
く
の
測
定
器
械
が
あ
り
、
蹴
る
も
の
は
當
所
の
工
場
で
作
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
皆
、
豊
艶
板
の
精
密
な
研
究

に
用
ゐ
ら
れ
る
。
計
算
室
に
は
鰍
羅
灘
北
の
計
算
器
な
さ
が
あ
り
、
桁
激
は
十
八
も
．
あ
っ
て
、
背
く
」
し
て
乗
除
算
に
用
ゐ
ら
れ
る
。

　
當
天
文
毫
は
、
始
め
四
十
吋
及
び
十
二
吋
の
望
蓮
鏡
だ
け
が
圭
な
設
備
で
あ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
最
高
の
能
率
を
獲
附
す
る
が
た
め
に
は
、
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

く
な
す
べ
き
事
が
残
っ
て
み
た
。
大
腿
理
事
會
は
、
皇
霊
の
講
求
に
よ
り
始
め
か
ら
、
器
械
師
－
こ
工
作
場
、
こ
を
提
供
し
た
が
、
其
の
設
備
は
主
に

ク
ン
ウ
ド
天
文
肇
か
ら
の
害
贈
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
設
備
は
漸
次
整
ひ
、
改
良
し
、
完
成
し
た
。
特
別
な
補
助
金
が
あ
っ
た
時
な
さ
は
、
工
場

に
三
人
の
人
が
働
い
た
冷
こ
Σ
で
作
ら
れ
た
主
な
器
械
は
二
十
四
吋
反
射
鏡
、
ス
ノ
ー
水
藻
望
遠
鏡
、
ブ
ル
ー
ス
爲
眞
機
、
子
午
儀
、
分
光
太
陽
爲

眞
機
、
日
食
用
の
太
陽
鏡
、
二
十
四
吋
用
の
水
晶
分
光
器
な
さ
で
あ
る
。
木
工
場
で
は
亦
い
ろ
く
な
装
置
や
道
具
が
作
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
五
、
水
　
卒
　
望
　
遠
鏡

　
太
腸
の
観
測
に
は
、
重
量
の
分
光
爲
眞
機
を
付
け
た
り
外
し
計
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
水
李
太
陽
鏡
式
の
望
遠
鏡
で
仕
事
を
す
る
の
が
大

憂
に
便
利
な
唱
こ
い
ふ
，
こ
こ
ろ
か
ら
、
へ
ー
ル
氏
は
夙
く
か
ら
其
ん
な
器
械
を
作
ら
う
・
こ
し
て
み
た
。
最
初
の
も
の
が
出
穿
て
、
戸
外
で
一
寸
ぐ
」
し
た

間
に
合
せ
の
木
、
こ
紙
の
箱
に
入
れ
た
ば
か
り
の
時
．
不
幸
に
し
て
比
較
ス
ペ
ク
ト
ル
に
用
み
る
高
命
器
の
火
花
の
た
め
之
れ
は
火
災
に
か
紮
り
、
當

所
で
作
っ
た
三
十
吋
の
此
面
鏡
や
二
十
四
吋
の
凹
面
鏡
な
さ
は
失
く
な
り
、
残
っ
た
も
の
ば
只
太
陽
鏡
の
肇
ば
か
り
一
こ
な
っ
た
。
，
こ
こ
ろ
が
其
の
後

藪
ヶ
月
し
て
、
シ
カ
ゴ
の
H
M
ス
ソ
星
斗
か
亡
父
G
W
ス
ノ
ー
氏
の
記
念
－
こ
し
て
、
器
械
再
製
逃
亡
金
一
萬
弗
を
寄
附
さ
れ
た
。
そ
れ
で
、
當
天
文

皇
の
北
方
六
百
沢
の
地
鮎
に
木
造
家
屋
が
建
て
ら
れ
、
光
學
工
揚
及
び
器
械
工
揚
の
活
動
に
よ
り
、
扁
九
〇
三
年
十
月
、
庇
の
ス
ノ
ー
立
派
鏡
は
開

設
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
へ
！
ル
は
其
の
翌
年
、
更
に
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
室
氣
の
好
い
所
で
太
陽
研
究
が
し
て
見
た
い
ミ
の
考
へ
か
ら
、
ワ
シ

ン
ト
ン
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
學
會
か
ら
一
萬
弗
の
賛
金
を
貰
っ
て
、
こ
の
ヤ
ー
キ
ー
ス
二
丈
皇
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
へ
騙
張
し
た
。
其
の
時
、
ス
ノ
ー
望

句
題
は
首
尾
よ
く
心
地
に
蓮
搬
さ
れ
、
鋼
鐵
－
こ
ズ
ッ
ク
の
家
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
之
れ
は
木
造
よ
り
は
蓬
か
に
好
成
績
で
あ
っ
た
。
此
の
建
征
の
結

（
九
）
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（
一
〇
）

果
は
非
常
な
成
功
で
、
た
め
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
舞
舞
は
、
將
來
、
自
ら
天
文
壼
を
建
設
し
や
う
ε
決
議
し
た
。
そ
し
て
、
い
ろ
ノ
、
ε
適
當
な
計
謁
か

進
め
ら
れ
、
逡
に
ス
ノ
ー
望
遠
鏡
は
今
度
の
太
陽
観
測
所
が
買
罪
す
る
こ
噌
、
こ
な
っ
た
た
め
、
從
っ
て
金
は
シ
カ
ゴ
大
士
へ
餓
つ
た
の
で
、
そ
れ
で

立
鰐
比
較
鏡
な
さ
が
購
入
さ
れ
、
筒
五
千
弗
は
「
ス
ノ
ー
資
金
」
ε
し
て
、
其
利
子
を
以
っ
て
、
い
ろ
ん
な
器
械
を
買
ふ
こ
ミ
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
當

天
文
肇
で
使
用
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
始
め
て
の
資
金
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
ヤ
ー
キ
ス
氏
は
當
天
文
皇
維
持
の
た
め
十
萬
弗
の
寄
附
を
し
た
か
、

其
の
…
部
は
一
九
叫
三
年
に
彼
れ
の
不
動
産
か
ら
得
た
Q

　
U
九
〇
八
年
に
、
ス
ノ
i
家
屋
に
は
日
食
用
太
陽
鏡
が
据
え
ら
れ
、
自
働
分
光
爲
眞
器
も
贈
れ
に
加
へ
ら
れ
、
爾
、
有
力
な
る
太
陽
ス
ペ
ク
ト
ル

研
究
の
器
械
も
其
の
後
に
得
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
六
、
ブ
　
ル
　
一
　
ス
　
賞
珊
‘
具
儀

　
一
八
九
七
年
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
言
に
よ
り
、
ニ
ウ
ヨ
ウ
ク
市
の
C
W
ブ
ル
ー
ス
嬢
は
、
大
面
積
の
爲
眞
殊
に
天
の
河
や
彗
星
の
撮
影
の
た
め
の
器

械
曲
角
費
の
た
め
に
シ
カ
ゴ
大
學
へ
害
附
金
言
し
て
金
七
千
弗
を
同
氏
に
渡
し
た
。
そ
こ
で
注
文
通
り
の
レ
ン
ズ
を
手
に
入
れ
る
の
に
長
い
年
月
を

費
し
た
が
、
一
九
〇
〇
年
、
逡
に
潮
汲
な
十
六
双
玉
が
ブ
レ
シ
ャ
ー
會
肚
で
作
ら
れ
、
据
付
け
は
ワ
ー
ナ
ー
・
ス
エ
ー
ジ
ー
會
肚
が
設
計
製
作
し
た

此
の
。
械
は
嚇
九
〇
四
年
四
月
に
小
な
る
木
造
（
ブ
ル
ー
ス
資
金
の
利
子
で
建
て
ら
れ
た
）
の
中
に
据
え
ら
れ
た
、
其
の
位
置
は
天
文
豪
建
築
の
大

ド
ー
ム
か
ら
南
西
三
百
五
十
択
の
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
此
の
十
吋
（
焦
熱
距
離
五
十
吋
）
に
又
、
六
号
の
フ
オ
イ
グ
ト
ラ
ン
デ
ル
双
星
，
こ
五
聖
の
眼
税
案

ガ
イ
ヂ
ン
グ

内
望
遽
鏡
ざ
、
そ
し
て
叉
三
里
牟
の
省
像
玉
ε
が
附
属
し
て
み
る
。
奉
れ
で
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
は
五
十
準
方
度
も
あ
る
廣
さ
の
立
派
な
天
の
河
風
眞

を
多
く
撮
っ
た
。
一
九
〇
五
年
に
は
、
氏
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
（
海
誠
凡
そ
六
千
沢
）
で
此
の
器
械
を
用
ゐ
、
ゼ
ネ
バ
湖
絆
で
は
見
え
な
い
南
天
の
天
の

河
の
爲
眞
を
撮
っ
た
。
此
の
遠
征
族
制
は
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
J
D
フ
単
二
氏
の
寄
附
金
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
市
の
カ
ー

ネ
ギ
ー
學
會
は
今
回
此
の
天
の
河
の
窮
眞
を
出
版
す
る
た
め
の
資
金
を
作
っ
た
の
で
目
下
印
刷
中
で
あ
る
。
か
の
一
九
〇
八
年
九
月
一
日
、
モ
ー
ア

ハ
ウ
ス
氏
が
ブ
ル
ー
ス
鏡
で
嚢
上
し
た
モ
ー
ア
ハ
ウ
ス
彗
星
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
は
三
百
五
十
枚
以
上
の
爲
眞
を
撮
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
七
、
ツ
ァ
イ
ス
砦
ハ
外
宣
響
具
…
器

　
今
購
つ
、
特
に
興
味
あ
る
爲
箕
玉
は
ツ
ァ
イ
ス
管
玉
ざ
い
ひ
、
悟
れ
は
特
に
紫
外
光
線
に
透
明
な
硝
子
で
作
っ
た
も
の
で
、
口
径
五
・
七
吋
、
焦

鮎
距
離
は
三
十
二
吋
で
あ
る
。
少
し
く
焦
鮎
を
外
し
て
星
の
爲
眞
を
撮
る
ε
、
星
像
は
圓
形
で
、
黒
さ
は
非
常
に
一
様
で
あ
る
。
～
A
バ
ー
ク
ハ
ー
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ス
ト
氏
は
指
話
さ
を
ハ
ル
ト
マ
ソ
の
「
表
面
光
度
計
」
で
測
定
し
て
、
天
艦
光
度
法
の
非
常
に
精
確
な
結
果
に
成
功
し
た
。
此
の
器
械
の
続
物
レ
ン
ズ

の
上
に
針
金
絡
子
を
置
い
て
、
二
十
分
間
の
曝
露
の
爲
眞
を
撮
る
ぐ
」
、
光
度
測
定
の
目
的
か
ら
見
て
十
三
等
星
の
立
派
な
像
が
得
ら
れ
る
。

　
此
の
双
玉
に
は
、
同
じ
質
の
硝
子
で
作
っ
た
、
叉
、
同
じ
口
径
の
、
研
物
プ
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
其
の
屈
折
角
は
十
五
度
ミ
三
十
度
－
こ
あ
り
、
星
の

ス
ペ
ク
ト
ル
研
究
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
叉
彗
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
撮
影
に
も
適
量
し
て
み
る
。

　
此
の
器
械
は
、
今
ま
で
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
所
有
の
皇
の
上
に
据
え
つ
け
、
天
文
皇
建
物
の
北
方
一
千
吠
の
場
所
の
假
屋
に
入
れ
て
あ
る
。
し

か
し
、
資
金
が
出
來
次
第
、
圭
な
建
物
の
北
東
の
地
上
に
移
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

　
メ
　
ン

　
大
建
物
に
ス
チ
ー
ム
熟
を
絶
っ
て
る
る
動
力
室
は
、
大
ド
ー
ム
か
ら
東
北
七
百
五
十
吠
の
所
に
あ
る
。
登
れ
は
始
め
の
ヤ
ー
キ
ー
ス
氏
の
寄
附
中

に
含
ま
れ
て
み
る
。
設
備
は
二
重
ボ
イ
ラ
ー
S
八
・
十
ア
イ
デ
ィ
ア
ル
機
ε
で
あ
っ
て
、
直
接
に
百
二
十
五
ヴ
オ
ル
ト
、
二
百
ア
ン
ペ
ー
ア
の
シ
ー

メ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
ヶ
登
電
機
に
連
結
し
、
此
等
は
工
作
場
の
モ
ー
ト
ル
に
電
流
を
供
給
し
、
大
ド
ー
ム
や
昇
降
床
，
そ
れ
に
三
十
択
ド
ー
ム
や
、
又

一
般
の
燈
火
の
た
め
に
用
ゐ
ら
れ
る
。
天
文
豪
全
等
の
た
め
の
水
は
湖
岸
に
あ
る
電
器
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
、
動
力
室
の
近
く
の
三
萬
ガ
ロ
ン
の
タ

ン
ク
に
蓄
へ
て
あ
る
。

　
此
の
袖
丈
皇
の
設
備
に
如
何
程
の
費
用
が
必
要
か
ε
、
聞
か
れ
る
こ
ミ
が
屡
々
あ
る
の
で
、
こ
」
に
前
轍
に
か
い
て
お
か
う
。
始
め
與
へ
ら
れ
た

土
地
は
時
假
三
萬
弗
で
あ
っ
た
。
大
望
遠
鏡
の
薫
物
レ
ン
ズ
の
仕
上
け
た
慣
が
六
萬
六
千
弗
、
望
遠
鏡
の
据
付
墓
が
五
萬
五
千
弗
、
ド
ー
ム
ε
昇
降

床
ミ
が
四
萬
五
千
弗
、
そ
れ
か
ら
、
残
り
の
建
物
、
そ
れ
に
は
南
東
の
ド
ー
ム
や
動
力
室
や
二
面
備
な
さ
を
含
ん
で
約
十
五
萬
弗
で
あ
る
。
ケ
ン
ウ

ド
天
文
肇
か
ら
來
た
器
械
や
設
備
及
び
ド
ー
ム
、
こ
れ
等
は
へ
ー
ル
父
子
の
窃
贈
で
あ
る
が
、
時
償
に
す
れ
ば
三
萬
弗
ミ
見
積
ら
れ
た
。
ブ
ル
ー
ス

望
遠
鏡
ε
家
屋
ぐ
」
は
八
千
弗
、
ス
ノ
i
望
遠
鏡
こ
建
物
ご
は
一
萬
弗
で
あ
る
。
又
、
今
ま
で
土
地
の
手
入
れ
や
植
樹
の
た
め
に
一
萬
五
千
弗
費
さ
れ

弛
。　

當
天
文
憂
で
撮
っ
た
爲
眞
の
幻
燈
書
や
諭
し
版
が
欲
し
い
ざ
の
要
求
が
あ
る
の
で
、
欺
年
前
、
教
師
や
講
演
者
の
た
め
に
其
う
し
た
も
の
を
供
給

す
る
こ
・
こ
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
れ
等
を
作
る
た
め
、
特
に
爲
眞
師
を
↓
人
命
ひ
、
シ
カ
ゴ
大
込
出
版
部
を
通
じ
て
、
適
當
な
儂
格
で
穿
っ
て
る
る

お
よ
そ
八
百
種
の
幻
燈
書
の
カ
タ
ロ
グ
が
出
來
て
る
で
、
シ
カ
ゴ
大
駆
出
版
部
へ
申
出
れ
ば
貰
へ
る
。

　
　
　
　
　
　
八
、
幽
　
　
　
版
　
　
　
物

（
一
一
）
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（
＝
一
）

　
當
天
文
肇
で
の
研
究
結
果
は
、
内
外
の
種
々
の
雑
誌
に
襲
表
さ
れ
る
。
一
般
に
天
農
物
理
的
の
も
の
は
「
天
膿
物
理
量
難
誌
」
に
出
る
。
之
れ
は
當

天
文
塁
の
皇
長
が
編
輯
者
で
、
年
に
十
回
、
シ
カ
ゴ
大
學
出
版
部
か
ら
嚢
行
さ
れ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
學
會
は
當
天
文
皇
員
の
研
究
結

果
歎
種
を
拙
版
し
た
が
、
其
の
中
二
つ
は
前
に
記
し
た
。
あ
れ
の
他
に
禽
J
A
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
著
「
天
衆
光
度
學
研
究
」
G
E
へ
ー
ル
及
p
フ
オ
ク

ス
共
著
「
太
陽
の
自
韓
周
期
」
S
W
バ
ー
ナ
ム
著
「
固
有
工
面
星
の
測
定
」
が
あ
る
。
一
九
一
六
年
以
前
に
は
、
シ
カ
ゴ
大
概
は
、
か
の
「
ヤ
ー
キ
」
ス

天
文
導
出
版
物
」
の
経
常
費
を
計
上
し
な
か
っ
た
た
め
、
此
れ
の
悪
行
は
大
難
お
く
れ
て
み
る
。
今
ま
で
の
も
の
は
、
第
一
巻
（
一
九
〇
〇
年
）
s
W

バ
ー
ナ
ム
著
「
一
八
七
一
年
乃
至
一
八
九
九
年
に
爽
見
せ
る
二
重
星
一
二
九
〇
個
の
一
般
表
」
第
二
巻
（
一
九
〇
四
年
）
バ
ー
ナ
ム
、
バ
ー
ナ
ー
ド
F

R
モ
ー
ル
ト
ン
、
フ
ロ
ス
ト
及
ア
ダ
ム
ス
、
へ
ー
ル
及
エ
ラ
ー
マ
ン
及
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
、
リ
ツ
チ
ー
、
レ
ー
ヴ
ス
合
著
「
天
文
論
集
」
（
シ
カ
ゴ
大

鐘
創
立
十
週
年
記
念
出
版
）
第
三
雀
第
一
部
（
扁
九
〇
三
年
）
、
〈
ー
ル
及
エ
ラ
ー
マ
ン
共
著
「
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
毫
の
ラ
ム
フ
当
店
太
陽
分
光
爲
眞

儀
」
第
三
巻
第
二
部
（
幅
九
Q
三
年
）
へ
ー
ル
及
ケ
ン
ト
共
著
「
胚
盤
力
の
瓦
斯
髄
及
び
液
掌
中
に
於
け
る
金
入
電
極
間
の
高
話
放
電
の
ス
ペ
ク
ト
ル
」

第
三
総
第
三
部
（
口
糧
「
二
年
）
p
フ
オ
ク
ス
著
「
ラ
ム
フ
オ
ド
大
陽
分
光
爲
眞
儀
に
て
撮
れ
る
爲
眞
版
の
測
定
に
よ
る
太
陽
三
韓
週
期
」
。
第
三
巻
第

一
部
（
嚇
九
】
七
年
）
F
ス
ロ
ー
カ
、
ム
、
s
A
ミ
ッ
チ
ェ
ル
、
o
J
リ
ー
、
A
H
ジ
ョ
イ
、
G
ヴ
ン
ビ
ー
ス
ブ
ル
ツ
ク
合
薯
「
四
十
吋
望
遽
鏡
に
て
撮

れ
る
寛
…
眞
よ
り
得
積
る
恒
星
覗
差
」
。
第
四
巻
第
二
部
（
一
九
二
〇
年
）
E
p
ハ
ブ
ル
薯
「
微
光
星
雲
の
宙
韻
脚
的
研
究
」
。
第
四
巻
第
三
部
（
一
九
二
〇
年
）

ブ
ン
ビ
ー
ス
ブ
ル
ツ
ク
及
H
S
ペ
チ
ト
夫
人
合
著
「
五
十
二
星
の
視
差
』
。
曇
れ
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
九
、
教
　
　
育
　
　
方
　
　
面

　
大
學
塗
備
敏
育
は
當
天
文
皇
で
は
行
は
な
い
。
之
れ
は
理
論
天
文
塵
や
天
華
力
學
の
講
義
ミ
共
に
、
シ
カ
ゴ
大
薮
で
、
モ
ー
ル
ト
ン
、
レ
ー
ヴ
ス

マ
ク
ミ
ラ
ン
の
諸
教
授
が
や
っ
て
み
る
。
大
女
本
科
生
で
、
天
文
學
及
び
顕
露
物
理
學
の
観
測
を
や
り
た
い
希
望
の
者
は
獄
迎
す
る
、
そ
し
て
大
學

の
曹
通
の
規
則
に
よ
っ
て
フ
ェ
ロ
ー
に
な
る
こ
ミ
も
出
顧
る
。
此
の
方
面
で
ド
ク
ト
ル
學
位
の
講
求
者
は
，
総
て
，
少
な
く
「
こ
も
一
學
期
は
當
天
文

皇
で
働
く
必
要
が
あ
る
。
他
の
研
究
所
か
ら
の
天
文
家
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
志
願
研
究
員
く
」
し
て
來
る
。
天
文
學
談
話
會
は
屡
々
開
か
れ
る
。

　
天
文
豪
の
圖
書
室
は
隠
現
今
、
書
物
六
千
部
・
こ
小
冊
子
五
千
部
－
こ
を
持
っ
て
る
る
。
約
八
十
種
の
妻
問
雑
誌
が
定
期
に
來
着
す
る
が
、
此
等
倣
主

S
し
て
「
天
艦
物
理
學
雑
誌
」
ミ
の
交
換
で
あ
る
。

　
研
究
観
測
の
時
間
に
迫
ら
れ
て
、
参
観
人
が
望
遠
鏡
を
覗
く
こ
ε
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
土
曜
日
に
は
、
天
文
毫
ミ
大
望
遠
鏡
を
観
る
時
間
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が
與
へ
ら
れ
る
。
但
し
六
月
か
ら
九
月
ま
で
は
午
後
一
時
牛
か
ら
四
時
孚
ま
で
，
其
の
他
の
月
に
は
午
前
十
時
か
ら
同
十
二
時
ま
で
で
あ
る
。
そ
の

時
に
は
心
身
の
走
れ
か
が
大
望
遠
鏡
の
作
用
を
見
せ
、
天
文
蜜
の
仕
事
を
説
明
す
る
。
廊
下
に
は
興
味
あ
る
天
禮
爲
眞
が
弁
べ
て
あ
る
。
一
年
間
に

一
萬
人
以
上
、
参
観
に
來
る
。

　
現
今
、
當
天
文
皇
の
皇
員
ば
次
の
通
り
で
あ
る
（
一
、
九
二
三
年
二
月
二
十
八
日
）

E
B
フ
ロ
ス
ト
D

S
W
バ
ー
ナ
ム

E
E
バ
ー
ナ
ー
ド

～
A
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト

S
B
バ
レ
ツ
ト

G
ヴ
ン
・
ピ
ー
ス
ブ
ル
ッ
ク

O
J
リ
ー

山
本
叫
清

0
．
ス
ト
ル
ー
ブ
エ

M
R
カ
ル
ヴ
ア
ト
（
壌
）

F
B
リ
ー
（
リ
ー
夫
人
）

M
ヴ
ァ
ン
・
ピ
ー
、
ス
ブ
ル
ツ
ク
（
嬢
）

E
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
嬢
）

L
ケ
ー
ブ
ル
（
嬢
）

G
C
ブ
ラ
ク
ス
リ
ー

F
R
ザ
リ
ヴ
ア
ン

A
リ
ゲ
ル

H
M
フ
ー
ト

D
J
エ
ツ
ツ
エ
ン

F
ハ
ー
マ
ン

0
ネ
ル
ソ
ン

A
テ
ユ
レ
ー
ン

天
禮
物
理
學
教
授
、
肇
長
。

当
地
天
文
半
可
授
（
一
九
触
閥
年
退
隙
、
吋
九
二
触
書
死
去
）

實
地
天
文
學
教
授
（
一
九
二
一
二
年
死
去
）

實
地
天
文
學
員
外
教
授

天
艦
物
理
學
助
教
授
、
幹
事
、
圖
蟻
掛

實
地
天
文
學
助
教
授

實
地
天
文
學
教
師

志
願
研
究
員
（
唱
九
重
ニ
ー
二
三
年
度
）
（
京
都
帝
國
大
子
）

天
艦
分
光
學
助
手

計
算
者

事
務
室
幹
事

圖
書
室
助
手

臨
時
計
算
者

臨
時
計
算
者

爲
眞
師

四
十
吋
望
遽
鏡
技
師

器
械
師

木
工
師
、
建
築
監
督

動
力
室
技
師

動
力
室
夜
間
技
帥

門
衛

園
丁

（
＝
ご
）


